
岩手県立総合教育センター（2019）：高等学校における特別支援教育推進に関する
研究―校内研修プログラムの作成及び各校のニーズに応じた活用を通して―









高校における通級を含めた体制づくり
「PDCAサイクル」

• zero：各組織の状態・課題は？（実態把握・アセスメント）

•① ミッションは何か？ → 具体的な行動（2年目「共有」）

• 例：発達障害の理解を共有する

• 例：授業の工夫を共有する

• 例：先生同士で相談して共有する

•② そのためには，何をする必要があるか？

• 例：研修会・・・・・「長期計画」

• 例：授業研究・・・・「UD」

• 例：ケース会議・・・「積み重ね」

（目標）
利用者の増加にむけて
● 教育相談の充実
● 保護者への啓発

→ 中高の実績



【 ２年目 】西脇北高等学校

•① 高等学校における通級指導の質的向上（↗）

• → 自己理解，相談するスキル，社会的自立

• → 通常学級での授業とのコラボ

•② 高等学校における特別支援教育の基盤づくり（↗）

• → 昨年度の取組み結果と改善点，更なる課題



① 通級での指導の質的向上

•「自己理解」

↓

•「社会自立に向けて出来るだけ支援を少なくする」

↓

•「相談するスキル」



「自己」へのアプローチ
• ★ 「自尊感情（0〜1）」×「自分の努力(3)」×「環境的支援(4)」★

• (0) はじめに：あまり辛すぎない，少しは楽しいことがある生活

• (1)「自分と他者の比較（差異感・違和感）」と「困り具合」

• (2) 自分の特性理解（自己理解）

• 自分の得意：例）同じ作業を続けて実行できる。

• 自分の苦手：例）実行している時に，時間経過がわからない。

• (3) 苦手に対するリカバリースキル（本人の努力）

• 本人の努力：例）タイマーをセットし，時間確認をする。

• 例）他者に「何時になったら，声かけてください」と依頼する。

• (4) 環境的支援：例）声をかけてあげる「時間だよ！」

• → 「合理的配慮（reasonable accommodation）」

• ★ 「自分で対処する努力」と「環境的支援（合理的配慮）」→ 相談スキル



「自己決定・自己選択」の重視

•★ 自己決定：

• 自分自身の生活や生き方について，自己の意思や願いに基づ
き，主体的に決定すること

• 決めるために必要な方法を知り，目標達成と解決を自ら行え
ること

•★ 自己選択：

• 自分で選ぶこと（自己決定を支える具体）

• 選択した結果について，自ら責任を担うこと



長澤正樹（新潟大学）：「知的障害のある児童生徒の自己選択・自己決定を支援する」資料



自己決定支援の３つのレベル
１．「決定」自体の支援

人としての基本的な権利である表現の保障としての支援，自己表現を豊かに
するための働きかけやさまざまな経験と機会の保障などがあります。

２．決定を「実現」するための支援

個人の意思の尊重として，「自己決定」の内容を社会的評価基準で判断せず，
限られた条件と許容されるリスクのなかで，個人的な価値の実現をどのように
行うかがテーマとなります。

３．決定の「質」を高める支援

「決定」のもつリスクや社会的価値からの評価を伝えるともに，「自己責
任」としての失敗の経験をする機会を保障することなどを通して，的確な選択
や決定につなげる支援です。

小島道生・石橋由紀子（2008）：発達障害の子どもがのびる！かわる！「自己決定力」を育てる教育・支援. 明治図書.



次の環境へつなぐためのアプローチ
• アプローチ ①：［教育的支援］本人が自分の特性を理解し，それを補うスキ

ルを獲得する

• アプローチ ②：［シミュレーション学習］似たような状況において，予習
（準備的学習／予行体験）をする

• アプローチ ③：異なる環境をつなぐためのツールを活用する

• 例）支援ツール，スマートフォンのアプリなど

• アプローチ ④：支援的な環境に変化させる（合理的配慮）← 相談スキル

• 例）サポートブック等 → 周囲の人の理解・協力

• 例）ジョブコーチ（環境調整＆関わり方）

• 例）現場における研修



発達障害等のある生徒への指導のステップ

• Step ①：知識での理解

↓↑

• Step ②：限定された場面での遂行・練習

↓↑

• Step ③：実際の場面に類似した（模した）場面での遂行・練習

↓↑

• Step ④：実際場面でのチャレンジ＆振り返り


